
昨
年
に
続
き
今
年

の
夏
も
非
常
に
暑

い
夏
と
な
っ
て
い

ま
す
。
名
古
屋
周
辺
は
大
気

が
不
安
定
で
、
梅
雨
明
け
か

ら
２
週
間
ほ
ど
で
２
回
も
ゲ

リ
ラ
豪
雨
や
雷
雨
の
被
害
が

出
て
い
ま
す
▼
今
後
、
台
風

が
接
近
し
や
す
い
時
期
を
迎

え
ま
す
。
政
府
や
行
政
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
も
災
害
に
対
す
る

準
備
や
備
え
が
必
要
で
す
。

７
月
28
日
に
は
熊
本
で
10
年

ぶ
り
に
震
度
７
の
地
震
が
発

生
し
ま
し
た
。
防
災
や
災
害

復
旧
に
関
わ
る
み
な
さ
ん
の

苦
労
を
思
い
つ
つ
、
我
が
身

を
守
る
準
備
を
見
直
そ
う
と

思
い
ま
す
▼
熊
本
の
報
道
で

は
「
10
年
前
の
経
験
が
ど
う

活
か
さ
れ
て
い
る
か
」
に
注

目
し
て
い
ま
す
。
避
難
所
と

な
る
体
育
館
の
空
調
設
置
は

不
十
分
な
よ
う
で
す
。
災
害

時
に
避
難
所
と
な
る
学
校
体

育
館
の
エ
ア
コ
ン
設
置
率

は
、
愛
知
県
で
は
３
割
程
度

に
と
ど
ま
り
ま
す
。
災
害
大

国
だ
か
ら
こ
そ
、
平
時
か
ら

の
備
え
が
必
要
で
す
▼
企
業

の
利
益
を
労
働
者
の
賃
金
に

還
元
し
て
こ
そ
景
気
は
よ
く

な
り
ま
す
。
災
害
に
強
い
基

盤
を
つ
く
る
た
め
に
も
、
労

働
組
合
に
入
っ
て
み
ん
な
で

声
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
連
日

真
夏
日
や
熱
帯
夜
が
続
く
な

か
、
停
電
や
断
水
も
続
い
て

い
ま
す
。
軍
拡
予
算
よ
り
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
へ
、

政
治
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。（
Ｔ
）

 　

高
市
政
権
が
国
民
の
暮
ら

し
を
置
き
去
り
に
し
、
国
旗

損
壊
処
罰
法
や
皇
室
典
範
改

定
な
ど
を
強
行
す
る
姿
勢

や
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
不
平
等
・

男
尊
女
卑
の
政
治
に
強
い
怒

り
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。
こ
の

混
迷
の
時
代
を
変
え
る
最
大

の
希
望
は
労
働
組
合
の
力
で

す
。

　

今
春
闘
で
は
ケ
ア
労
働
者

を
は
じ
め
粘
り
強
い
た
た
か

い
に
よ
り
、
５
桁
の
賃
上
げ

成
果
を
積
み
上
げ
ま
し
た
。

続
く
最
賃
闘
争
で
も
生
計
費

１
８
０
０
円
以
上
と
意
見
陳

述
を
勝
ち
取
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、「
死
ぬ
ま
で
働
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
過
酷
な
現

状
に
あ
る
高
齢
者
の
暮
ら
し

を
守
る
た
め
、
賃
上
げ
と
社

会
保
障
拡
充
の
声
を
大
き
く

し
、
働
く
者
と
高
齢
者
が
切

り
離
さ
れ
る
こ
と
な
く
尊
厳

を
持
っ
て
生
き
ら
れ
る
社
会

を
目
指
し
ま
す
。
均
等
法
40

年
を
経
て
も
残
る
男
女
の
賃

金
格
差
や
非
正
規
・
会
計
年

度
任
用
職
員
の
理
不
尽
な
制

度
に
対
し
、
現
場
か
ら
声
を

上
げ
続
け
ま
し
ょ
う
。

　

「
二
度
と
戦
争
は
し
な
い
」

と
誓
っ
た
憲
法
こ
そ
が
私
た

ち
の
希
望
で
す
。
憲
法
を
守

り
、
仲
間
を
増
や
し
て
組
合

を
大
き
く
す
る
こ
と
こ
そ

が
、
平
和
と
権
利
を
守
る
最

も
確
実
な
道
で
す
。
職
場
で

語
り
合
い
、
エ
ン
パ
ワ
ー
メ

ン
ト
し
合
い
な
が
ら
、
私
た

ち
の
言
葉
で
社
会
を
変
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

When We Fight We Win! 

一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

怒
り
を
力
に
！

誰
も
が
尊
厳
あ
る
社
会
へ

‐W
hen W

e  F
ig

ht !

あいさつ要旨

愛労連議長

西尾 美沙子

大きな共同で憲法を守ろう
人権も豊かな暮らしも平和であってこそ

愛労連第74回定期大会

　

愛
労
連
は
７
月
19
日
、
第
74
回

定
期
大
会
を
労
働
会
館
東
館
ホ
ー

ル
で
オ
ン
ラ
イ
ン
を
併
用
し
て
開

催
し
ま
し
た
。
代
議
員
81
人
は
じ

め
、
計
１
４
８
人
が
参
加
し
、
議

案
の
提
案
、
討
論
、
採
択
な
ど
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

４
つ
の
要
求
（
①
平
和
と
憲
法

守
る
、②
大
幅
賃
上
げ
の
実
現
、③

い
の
ち
と
健
康
守
る
、
④
国
民
の

権
利
を
守
る
公
共
の
実
現
）
を
た

て
て
一
番
に
憲
法
を
掲
げ
、
要
求

を
実
現
す
る
た
め
に
は
平
和
を
守

る
こ
と
が
重
要
と
訴
え
ま
し
た
。

（
代
議
員
の
発
言
２
・
３
面
、
来

賓
挨
拶
・
大
会
詳
細
は
２
面
に
掲

載
）

　

大
会
で
は
、
生
協
労
連
の

森
野
代
議
員
と
東
三
河
労
連

の
伊
藤
代
議
員
が
議
長
を
務

め
、
議
事
が
進
行
さ
れ
ま
し

た
。

　

総
括
と
運
動
方
針
の
提
案

な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た

際
、
竹
内
事
務
局
長
の
議
案

提
案
と
あ
わ
せ
て
、
松
本
幹

事
か
ら
「
な
ぜ
労
働
組
合
が

平
和
運
動
を
す
る
の
か
」、若

井
副
議
長
か
ら
「
非
正
規
・

時
給
労
働
者
の
賃
金
底
上

げ
・
処
遇
改
善
と
組
織
化
」、

薄
幹
事
か
ら
「
愛
労
連
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
宣
言Step

２

『
希
望
の
抱
け
る
あ
い
ち
へ
』

素
案
」
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
討
論
で
は
発
言
が
29
本

30
人
、
文
書
発
言
が
１
本
出

さ
れ
、
竹
内
事
務
局
長
が
総

括
答
弁
を
行
い
、
す
べ
て
の

議
案
が
全
会
一
致
で
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

私
た
ち
の
運
動
で
11
年
ぶ
り
目
安
１
円
上
乗
せ

55
円
増
で
は
ぜ
ん
ぜ
ん
足
り
な
い

　

８
月
５
日
、
愛
知
地
方
最

低
賃
金
審
議
会
は
、
愛
知
県

最賃最賃
11951195円円

最
低
賃
金
を
現
行
の
１
１
４

０
円
か
ら
55
円
引
き
上
げ
て

幹事会声明
はこちら

平和と人権暮らしを守り
要求実現できる愛労連を

小牧平和県民集会

と　き　9 月 27 日（日）
　　　　１２時 30 分～
ところ　小牧市市之久田中央公園
問い合わせ　小牧平和県民集会実行委員会

異議申出書
の出し方は
こちら

幹事会異議声明発表
異議申出書提出を呼びかけ

あいさつ動画
YouTube は
こちら

改憲反対！武器輸出するな

㊧
意
思
表
示
を
お
こ
な
う

参
加
者

名古屋駅前で最低賃金のさらなる引き上げを訴え。
熊本地震への支援も呼びかけ募金３００７８円が集まる。

１
１
９
５
円
と
す
る
答
申
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。
中
央
最

低
賃
金
審
議
会
が
示
し
た
目

安
額
を
１
円
上
回
る
の
は
11

年
ぶ
り
で
あ
り
、
最
低
賃
金

の
大
幅
引
き
上
げ
を
求
め
て

署
名
や
宣
伝
行
動
な
ど
に
奮

闘
し
て
き
た
成
果
で
す
。
し

か
し
、物
価
高
騰
が
続
く
中
、

昨
年
の
引
き
上
げ
額
を
大
幅

に
下
回
る
額
で
あ
り
、
生
活

に
必
要
な
金
額
を
算
出
す
る

最
低
生
計
費
調
査
な
ど
で
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
必
要
額

１
８
８
９
円
に
は
ま
っ
た
く

届
い
て
い
ま
せ
ん
。
最
低
賃

金
１
８
０
０
円
以
上
へ
の
引

き
上
げ
や
、
当
事
者
が
審
議

会
で
直
接
訴
え
る
意
見
陳
述

な
ど
を
求
め
る
意
見
書
が
、

労
働
組
合
や
個
人
か
ら
、
昨

年
を
上
回
る
59
通
も
出
さ
れ

ま
し
た
が
、
意
見
陳
述
は
実

施
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
当

事
者
や
県
民
の
声
を
聞
か

ず
、
労
使
と
も
に
「
愛
知
県

の
労
働
者
の
生
計
費
」
に
関

す
る
資
料
が
足
り
な
い
と
指

摘
、
充
分
な
資
料
が
な
い
ま

ま
で
決
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。
愛
労
連
は
異
議
申
出
書

を
提
出
し
て
抗
議
宣
伝
を
お

こ
な
い
、
異
議
申
出
書
の
提

出
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

議長団の二人
（左から森野さんと伊藤さん）

（1） 愛　労　連 No.398 2026年8月10日発行2026 年 9 月号

愛知県労働組合総連合
名古屋市熱田区沢下町 9-7
労働会館東館 3F
TEL052-871-5433
FAX052-871-5618

2026年9月号
発行人  竹内　創

 URL http://www.airoren.gr.jp
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憲
法
と
平
和
を
守
る
課
題

は
、
賃
金
や
労
働
条
件
と
切

り
離
さ
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
、
仕

事
、
地
域
を
守
る
土
台
で
あ

る
。
改
憲
と
戦
争
す
る
国
づ

く
り
が
進
む
な
か
、
各
組
合

で
憲
法
と
平
和
を
守
る
た
た

か
い
を
運
動
の
中
に
ど
う
位

置
づ
け
る
の
か
を
正
面
か
ら

討
議
し
、
い
ざ
と
い
う
と
き

に
は
ス
ト
ラ
イ
キ
も
構
え
ら

れ
る
よ
う
、
職
場
と
地
域
で

「
対
話
と
学
び
あ
い
」を
ひ
ろ

げ
よ
う
。

　

公
共
の
再
生
で
は
、
労
災

認
定
や
業
務
改
善
助
成
金
の

支
給
の
遅
れ
が
示
す
よ
う

に
、
制
度
が
あ
っ
て
も
、
そ

れ
を
担
う
人
員
と
体
制
が
な

け
れ
ば
労
働
者
を
支
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
国
と
自
治

体
の
公
務
・
公
共
体
制
を
充

実
さ
せ
、
住
民
の
命
と
権
利

を
守
る
社
会
基
盤
と
し
て
再

生
し
て
い
こ
う
。

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
は
女

性
だ
け
の
課
題
で
は
な

い
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
宣
言

Step

２
の
討
議
を
す
す
め

る
と
と
も
に
、
単
産
・
単
組
・

地
域
で
自
ら
の
宣
言
採
択
を

め
ざ
し
て
議
論
を
深
め
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

　

女
も
男
も
、
民
間
も
公
務

も
、
正
規
も
非
正
規
も
、
み

ん
な
の
要
求
を
実
現
で
き
る

愛
労
連
を
つ
く
ろ
う
。

「
対
話
と
学
び
あ
い
」
広
げ

自
信
を
持
っ
て
要
求
を

総括答弁

事務局長

竹内　創

青年協
澁谷特別代議員

青
年
協
は
愛
労
連
の
入
口東三河労連

竹内代議員

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
許
さ
な
い

　

今
年
度
青
年
協
は
春
闘

や
、
仲
間
作
り
を
目
的
と
し

た
交
流
企
画
な
ど
と
り
く
ん

で
き
た
。
青
年
協
は
青
年
が

職
種
を
越
え
つ
な
が
り
、
労

働
組
合
の
大
切
さ
や
役
割
を

知
る
場
。
青
年
が
集
ま
り
元

気
に
活
動
を
し
て
い
く
た
め

に
、
９
月
の
サ
マ
セ
ミ
と
と

も
に
青
年
協
活
動
に
青
年
を

送
り
出
す
協
力
を
。

外
国
人
労
働
者
も
仲
間

　

大
王
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
裁
判
傍
聴
２
日
間
で

の
べ
92
人
、
４
分
の
３
が
女

性
の
参
加
。
支
援
に
感
謝
。

　

日
本
で
長
年
働
き
今
は
介

護
職
に
就
い
て
い
る
。
差
別

的
に
扱
わ
れ
た
と
感
じ
る
時

も
あ
っ
た
。
福
祉
保
育
労
に

電機・情報ユニオン
新田代議員

労
働
者
の
命
と
健
康
守
る

　

パ
ワ
ハ
ラ
相
談
増
え
て
い

相
談
し
て
分
会
を
結
成
し
団

交
で
職
場
が
改
善
し
た
。
地

域
の
外
国
人
労
働
者
は
、
年

金
や
介
護
、
ビ
ザ
の
更
新
料

な
ど
様
々
な
問
題
が
あ
る
。

声
を
聞
い
て
仲
間
と
し
て
一

緒
に
解
決
し
て
い
き
た
い
。

建交労
古里代議員

短
日
勤
務
強
制
許
さ
な
い

　

オ
ム
ロ
ン
で
は
黒
字
リ
ス

ト
ラ
が
す
す
め
ら
れ
て
お

り
、
５
回
の
退
職
強
要
面
談

を
受
け
た
。
再
雇
用
労
働
者

へ
の
短
日
勤
務
、
週
５
日
か

ら
週
３
日
へ
の
強
制
で
、
月

10
万
円
以
上
の
減
収
に
。
国

中
川
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ

署
名
・
争
議
へ
の
支
援
を

　

11
月
８
日
富
田
公
園
で
中

川
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

し
ま
す
。
毎
年
約
２
千
人
の

地
域
住
民
が
参
加
す
る
、
地

域
と
労
働
組
合
の
交
流
を
深

め
る
大
切
な
場
だ
が
、
な
ん

と
か
頑
張
っ
て
開
催
し
て
い

る
状
態
。
一
度
途
絶
え
る
と

二
度
と
で
き
な
い
と
思
う
。

開
催
へ
の
ご
支
援
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

る
。
精
神
障
害
の
労
災
２
件

請
求
し
１
件
勝
ち
と
っ
た
。

じ
ん
肺
の
続
発
性
気
管
支
炎

や
振
動
病
な
ど
職
業
病
患
者

を
支
え
る
医
療
体
制
が
整
っ

て
い
な
い
。
労
働
者
の
命
と

健
康
を
守
る
運
動
は
労
働
運

動
の
一
丁
目
一
番
地
。
平
和

宣
伝
も
継
続
し
な
が
ら
、
適

正
な
体
制
を
求
め
る
。

地
域
で
運
動
の
発
展
を西三河労連

後藤代議員

　

ハ
ゲ
天
解
雇
撤
回
争
議
、

和
解
終
結
、
支
援
に
感
謝
。
不

当
労
働
行
為
許
さ
な
い
運
動

を
続
け
る
。
労
働
相
談
か
ら

新
結
成
し
た
労
組
が
西
三
河

労
連
に
加
入
。
共
に
地
域
で

の
運
動
を
発
展
さ
せ
た
い
。

全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

オ
ン
ラ
イ
ン
活
用
で
団
交
対

策
や
組
織
拡
大
し
た
い
。　

医労連
長尾代議員

地
域
医
療
守
り
た
い

　

春
闘
で
ス
ト
構
え
９
千
円

尾中地区労連
望月代議員

軍
事
工
場
は
有
事
に
危
険

地
域
の
仲
間
と
団
結
を

　

５
月
30
日
に
名
労
連
を
結

成
し
、
約
８
１
０
０
人
で
ス

タ
ー
ト
。
支
援
に
感
謝
。今
後

も
加
盟
を
呼
び
か
け
る
。
労

働
問
題
だ
け
で
な
く
平
和
、

環
境
、
政
治
、
障
害
者
の
働

く
権
利
に
も
向
き
合
い
、
誰

も
が
人
権
を
重
ん
じ
、
誰
も

が
大
切
に
さ
れ
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
団
結

し
て
活
動
し
て
い
き
た
い
。

名労連
笹原代議員

署
名
、
名
古
屋
医
療
セ
ン

タ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
裁
判
、

滝
の
坊
学
園
争
議
、
き
ん
で

ん
争
議
、
愛
知
淑
徳
大
学
不

当
労
働
行
為
救
済
申
立
事

件
、
ワ
ー
ク
ス
労
組
争
議
な

ど
へ
の
ご
支
援
を
。

医労連
柴田代議員

ス
ト
ラ
イ
キ
支
援
に
感
謝

福祉保育労
越須賀代議員

平
和
こ
そ
最
大
の
福
祉

　

26
春
闘
、
運
動
で
30
年
ぶ

り
３
％
台
診
療
報
酬
改
定
等

実
現
。
南
医
療
生
協
労
組
で

きずな
石川代議員

共
済
は
第
２
の
賃
上
げ

　

労
働
組
合
が
平
和
課
題
に

と
り
く
む
の
は
、
く
ら
し
命

を
守
る
た
め
。
春
日
井
・
小

牧
地
域
の
平
和
展
で
は
、
三

菱
重
工
の
長
射
程
ミ
サ
イ
ル

な
ど
、
地
域
の
軍
事
産
業
を

検数労連
大塚代議員

空
港
港
湾
軍
事
利
用
反
対

　

交
通
運
輸
部
会
、
自
動
車

デ
モ
や
平
和
宣
伝
に
と
り
く

ん
で
い
る
。
名
古
屋
港
、
三

河
港
、
中
部
国
際
空
港
が
特

定
利
用
空
港
港
湾
に
指
定
さ

れ
、
軍
事
拠
点
化
と
有
事
の

標
的
化
が
予
想
さ
れ
る
。
武

器
輸
出
拡
大
で
、
愛
知
製
造

の
武
器
が
名
古
屋
港
か
ら
輸

出
さ
れ
る
可
能
性
も
。
指
定

　

愛
知
共
済
会
専
務
理
事
の

立
場
で
発
言
し
た
い
。
共
済

は
、
営
利
を
目
的
と
せ
ず
組

合
員
の
生
活
と
財
産
を
守
る

「
第
２
の
賃
上
げ
」
で
あ
り
、

組
合
加
入
の
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
で
魅
力
。
総
会
で
は
２
５

０
０
人
の
拡
大
目
標
を
決
め

賃
上
げ
と
組
織
拡
大
奮
闘

建交労
田村代議員

結
成
45
周
年
の
集
い
開
催

きずな
加藤代議員

撤
回
署
名
へ
の
ご
協
力
を
。

愛高教
鳥居代議員

つ
な
が
り
で
権
利
守
る

　

結
成
45
周
年
の
ど
い
を
開

催
し
67
人
が
交
流
。
労
働
者

の
権
利
を
守
っ
て
頑
張
っ
て

戦
っ
て
い
る
、
仲
間
の
大
切

さ
な
ど
が
語
ら
れ
た
。
労
働

相
談
か
ら
３
人
の
女
性
が
加

入
。最
低
賃
金
署
名
は
、街
頭

宣
伝
も
お
こ
な
い
全
労
連
署

名
７
３
１
筆
、
愛
労
連
署
名

１
２
８
２
筆
集
ま
っ
た
。
百

筆
以
上
達
成
６
名
に
増
加
。

戦
地
に
行
か
な
い
平
和
を

愛知国公
安藤代議員

住
民
の
た
め
憲
法
を
守
る

自治労連
森代議員

年金者組合
高木代議員

労
組
運
動
は
未
来
の
準
備

会
計
年
度
職
員
を
組
織
化

自治労連
宮橋代議員

　

歓
迎
す
る
仲
間
が
い
る
と

感
じ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
加

入
に
つ
な
が
る
と
、
新
規
採

用
職
員
６
３
０
人
全
員
に
声

か
け
現
在
３
０
２
名
加
入
。

会
計
年
度
任
用
職
員
協
議
会

結
成
し
再
任
用
上
限
撤
廃
め

ざ
す
。
予
備
自
衛
官
や
憲
法

改
正
に
つ
い
て
の
学
習
会
に

70
人
参
加
。
熱
中
症
対
策
に

暑
さ
手
当
を
要
求
し
た
。

医労連
池田代議員

対
話
実
践
で
過
去
最
高
に

最
賃
審
議
会
で
意
見
を

労
働
組
合
運
動
の
発
展
を

　

古
沢
公
園
を
残
す
と
り
く

み
な
ど
地
域
課
題
、
名
労
連

の
役
割
大
き
い
。
名
労
連
の

　

郵
政
民
営
化
で
１
つ
だ
け

良
か
っ
た
こ
と
は
ス
ト
ラ
イ

キ
権
を
手
に
し
た
こ
と
。
毎

年
ス
ト
権
投
票
を
行
い
ス
ト

権
を
構
え
て
た
た
か
っ
て
い

る
。
26
春
闘
は
名
古
屋
貯
金

事
務
セ
ン
タ
ー
の
労
働
者
が

ス
ト
ラ
イ
キ
に
入
っ
た
。
支

結
成
を
要
求
実
現
の
運
動
を

前
進
さ
せ
る
チ
ャ
ン
ス
に
。

名
古
屋
地
域
全
体
の
課
題
の

と
り
く
み
を
推
進
し
、
た
た

か
う
労
働
組
合
の
運
動
と
組

織
の
発
展
へ
力
を
合
わ
せ
て

す
す
め
ま
し
ょ
う
！

正
規
も
非
正
規
も
当
事
者
が
声
を
上
げ
要
求
を
実
現
し
よ
う

　

組
現
役
期
の
労
働
組
合
運

動
は
、
退
職
後
の
年
金
や
自

由
な
未
来
を
準
備
す
る
も

の
。
年
金
積
立
金
の
運
用
や

医
療
費
負
担
な
ど
、
現
役
世

　組織拡大表彰がおこなわれ、昨年の

大会以降１年間で純増となった、愛知

県医労連、年金者組合愛知県本部、全

国一般愛知地本、愛教労、福祉保育労

東海地本、尾中地区労連の５単産１地

域を表彰。愛知県医労連は昨年に引き

続き過去最高の組合員数となった

組織拡大で純増５単産１地域を表彰

　

名
労
連
・
名
中
セ
ン
タ
ー

の
と
り
く
み
紹
介
。
日
本
の

法
律
を
在
日
米
軍
に
も
守
ら

せ
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る

多彩な要求を実現するとりくみ職場地域から続々多彩な要求を実現するとりくみ職場地域から続々

援
に
感
謝
。
郵
政
は
正
規
・

非
正
規
共
に
低
賃
金
、
最
賃

引
上
げ
運
動
重
要
。
最
賃
審

議
会
で
意
見
陳
述
し
た
い
。

　

８
自
治
体
で
平
和
行
政
懇

談
会
を
行
い
豊
か
な
平
和
教

育
の
内
容
を
聞
き
、
職
員
へ

の
憲
法
研
修
を
要
請
し
た
。

公
務
員
で
あ
る
私
た
ち
は
住

民
の
た
め
に
憲
法
を
遵
守
し

会
で
厚
生
労
働
大
臣
が
明
確

に
問
題
性
を
認
め
た
。
社
会

的
課
題
と
し
て
単
産
地
域
連

携
強
化
、
ご
支
援
を
。

裁
判
で
会
社
は
物
事
を
ね
じ

曲
げ
原
告
に
更
な
る
苦
痛
を

与
え
許
せ
な
い
。
出
廷
し
た

上
司
は
業
務
と
し
て
賃
金
保

障
、
組
合
側
証
人
は
有
給
休

暇
、
不
公
平
と
会
社
へ
要
求
。

今
後
も
ご
支
援
を
。

調
べ
て
展
示
す
る
。
軍
事
工

場
は
有
事
に
攻
撃
目
標
と
な

り
、
周
辺
住
民
を
危
険
に
さ

ら
す
。
９
月
27
日
の
小
牧
平

和
県
民
集
会
へ
の
参
加
を
。

ス
ト
ラ
イ
キ
実
施
。
支
援
に

感
謝
。
14
年
ぶ
り
ベ
ア
勝
ち

と
っ
た
が
他
産
業
と
の
格
差

は
大
き
い
。
被
爆
体
験
を
聞

く
、
沖
縄
平
和
ツ
ア
ー
な
ど

か
ら
「
二
度
と
白
衣
を
戦
場

の
血
で
汚
さ
な
い
」
と
平
和

の
声
を
上
げ
て
い
き
た
い
。

　

26
春
闘
、
学
童
保
育
支
部

で
は
最
高
４
万
円
の
回
答
。

　

「
平
和
こ
そ
最
大
の
福
祉
」

た
。
共
済
会
を
支
え
る
自
動

車
保
険
に
入
っ
て
ほ
し
い
。

代
と
高
齢
者
を
対
立
さ
せ
る

説
明
に
惑
わ
さ
れ
ず
「
対
話

と
学
び
あ
い
」
で
だ
ま
さ
れ

な
い
力
を
つ
け
、
若
者
と
高

齢
者
が
共
同
す
る
運
動
を
広

げ
た
い
。

（
文
書
発
言
）

　

名
労
連 

　
　

國
村
忠
文
さ
ん

郵
政
ユ
ニ
オ
ン

　

徳
泉
代
議
員

　
　
　
　

（
希
望
に
よ
り
写
真
未
掲
載
）

　

教
員
は
自
主
的
な
研
修
を

行
う
権
利
が
あ
る
が
、
パ
ワ

ハ
ラ
を
受
け
て
い
る
一
人
分

会
の
組
合
員
が
、
校
長
か
ら

図
書
館
で
の
研
修
を
認
め
な

い
と
通
知
さ
れ
た
。
支
部
長

な
ど
仲
間
と
一
緒
に
交
渉
を

申
し
入
れ
後
、
翌
日
に
は
校

長
側
が
研
修
を
認
め
改
善
。

１
人
分
会
で
も
孤
立
さ
せ

ず
、
つ
な
が
り
で
権
利
を
守

る
こ
と
が
重
要
だ
。

愛教労
加藤代議員

生
成
AI
を
労
組
に
活
用
を

　

生
成
AI
は
人
類
の
知
の
集

合
体
に
ア
ク
セ
ス
し
て
お

り
、
い
か
に
有
効
活
用
す
る

か
の
段
階
に
来
て
い
る
。
個

人
情
報
を
除
く
等
工
夫
で
、

仕
事
と
組
合
事
務
の
負
担
が

軽
減
で
き
る
。
組
合
員
と
の

相
談
の
や
り
と
り
か
ら
要
求

書
作
成
、
使
用
者
や
相
手
方

弁
護
士
視
点
で
の
要
求
書
の

女性協
矢野特別代議員

女
性
だ
け
の
問
題
で
は
な
い

　

愛
知
は
女
性
の
賃
金
が
男

性
の
約
74
％
、
性
別
役
割
分

担
が
根
強
い
。
私
は
保
育
士

で
す
が
働
き
方
は
過
酷
。
妊

娠
し
た
職
員
が
、
迷
惑
を
か

け
て
申
し
訳
な
い
、
と
言
う

状
況
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
は

女
性
だ
け
の
問
題
で
は
な

い
。
男
性
も
家
事
育
児
介
護

に
参
加
で
き
る
よ
う
、
働
き

方
や
組
合
活
動
も
変
え
る
必

要
が
あ
る
。

　

国
家
公
務
員
職
場
の
拡
充

求
め
る
署
名
協
力
に
感
謝
。

官
民
一
体
の
賃
上
げ
闘
争

を
。
非
正
規
公
務
員
の
政
策

提
言
説
明
会
に
未
加
入
者
を

誘
い
加
入
。
「
女
性
の
休
日
」

に
呼
応
し
「
ラ
ン
チ
＆
ト
ー

ク
」
と
学
習
、
人
事
交
渉
を

一
体
で
実
施
。
公
務
員
が
戦

地
に
行
か
な
い
平
和
の
た
め

名労連
鵜飼代議員

を
掲
げ
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議

Ｎ
Ｙ
行
動
に
３
人
を
派
遣
。

帰
国
後
報
告
会
で
は
近
い
距

離
感
で
の
対
話
を
大
切
に
し

た
。
「
戦
争
に
送
り
出
す
た

め
に
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て

い
る
の
で
は
な
い
」
と
の
現

場
の
言
葉
を
共
通
認
識
と
し

て
、
組
合
の
中
に
仲
間
が
い

る
こ
と
を
可
視
化
し
た
い
。

声
を
上
げ
る
こ
と
が
重
要
。

自治労連
芳賀代議員

家
庭
と
組
合
活
動
の
両
立
へ

弱
点
も
確
認
で
き
る
。

名
古
屋
南
地
域
支
部
は
対
話

と
学
び
あ
い
で
組
織
拡
大
。

名
古
屋
市
の
保
育
パ
ー
ト
支

部
で
は
雇
い
止
め
不
安
か
ら

12
人
を
拡
大
。
学
童
保
育
の

低
い
配
置
基
準
と
非
正
規
中

心
の
雇
用
を
改
善
し
、
国
の

最
低
基
準
を
設
け
る
オ
ン
ラ

イ
ン
署
名
へ
の
ご
協
力
を
。

福祉保育労
大川代議員

「
組
合
っ
て
い
い
じ
ゃ
ん
」
へ

　

福
祉
保
育
職
場
は
深
刻
な

人
手
不
足
で
日
々
の
仕
事
で

「
対
話
と
学
び
あ
い
」
を
ひ
ろ
げ
労
働
組
合
で
く
ら
し
を
守
ろ
う

愛高教
堀代議員

運
動
で
成
果
引
き
出
す

　

障
害
児
学
校
や
学
級
で
働

く
教
職
員
の
「
給
料
の
調
整

額
」削
減
に
反
対
し
、
７
月
14

日
に
県
庁
前
行
動
を
実
施
。

署
名
や
交
渉
な
ど
で
、
２
年

か
け
て
半
減
の
案
が
２
年
目

を
継
続
交
渉
と
さ
せ
る
回
答

を
引
き
出
し
た
。
８
月
に
愛

知
で
開
く
教
育
の
つ
ど
い
で

皆
さ
ん
と
と
も
に
子
ど
も
の

未
来
を
語
り
合
い
た
い
。

　

今
日
は
会
議
後
に
晩
ご
飯

を
作
る
。
リ
モ
ー
ト
参
加
の

環
境
整
備
に
感
謝
。
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
と
い
う
と
女
性
の

数
値
目
標
に
ス
ポ
ッ
ト
が
当

た
り
が
ち
だ
が
、
男
女
問
わ

ず
仕
事
・
家
庭
・
組
合
活
動
を

両
立
を
し
や
す
く
な
る
こ
と

が
デ
ジ
タ
ル
環
境
の
整
備
の

強
み
。
次
年
度
人
員
調
査
で

は
所
属
長
は
職
場
組
合
の
意

見
を
必
ず
把
握
す
る
こ
と
と

さ
せ
て
い
る
。
民
間
公
務
の

賃
上
げ
サ
イ
ク
ル
を
共
同
し

要
求
前
進
に
つ
な
げ
た
い
。

超
え
る
ベ
ア
勝
ち
取
り
、
非

正
規
も
平
均
百
円
以
上
引
き

上
げ
た
。
愛
知
県
人
口
当
た

り
の
病
床
数
全
国
最
低
水
準

な
上
、
１
年
間
に
３
６
４
床

が
減
少
。
公
立
病
院
の
独
法

化
や
指
定
管
理
が
狙
わ
れ
て

い
る
。
地
域
医
療
を
守
る
た

め
愛
労
連
の
組
織
を
挙
げ
て

立
ち
上
が
っ
て
い
き
た
い
。

活
か
す
立
場
に
あ
る
。
愛
労

連
と
共
催
し
て
い
る
若
手
中

心
の
学
習
交
流
「
対
話
と
学

び
あ
い
教
室
」
を
開
催
し
36

人
が
参
加
し
た
。

　

４
年
連
続
で
組
織
数
過
去

最
高
を
更
新
し
た
。
院
長
ん

の
パ
ワ
ハ
ラ
が
き
っ
か
け
で

結
成
し
た
新
組
合
、
団
交
で

改
善
し
た
。
定
期
大
会
で
グ

ル
ー
プ
討
論
実
践
。
対
話
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
、
新
人
加
入
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
活
用
し
、
前
年

加
入
ゼ
ロ
だ
っ
た
２
組
織
で

２
桁
加
入
を
実
現
。
全
員
参

加
型
の
組
合
活
動
め
ざ
す
。

精
い
っ
ぱ
い
の
声
が
多
い

が
、職
場
要
求
を
出
し
、団
交

で
子
育
て
世
代
の
要
求
や
一

時
金
の
維
持
な
ど
勝
ち
と
れ

た
。
分
会
か
ら
脱
退
希
望
が

あ
っ
た
時
、
本
音
で
語
り
合

い
産
別
の
意
味
を
再
確
認
し

残
る
決
断
を
し
て
く
れ
た
。

「
組
合
っ
て
い
い
じ
ゃ
ん
」と

思
え
る
組
織
に
し
た
い
。　

福祉保育労
上江洲代議員（写真）

（西田代議員）

自治労連
西川代議員

副
議
長 

九
後 

健
治
さ
ん

全
国
労
働
組
合
総
連
合

渋
谷 

典
子
さ
ん

法
学
博
士

副
委
員
長 

大
野 

宙
光
さ
ん

日
本
共
産
党
愛
知
県
委
員
会　

ご
来
賓
の
方
々

メッセージをいただいた方々（敬称略）

愛知県知事　大村 秀章

衆議院議員　伊藤 忠彦（自由民主党）

衆議院議員　関 健一郎（日本維新の会）

前衆議院議員　近藤 昭一

前衆議院議員　藤原 のりまさ（弁護士）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

前衆議院議員　牧 義夫

前衆議院議員　もとむら 伸子（日本共産党）

そのほかに個人・団体などから　　　　　　　　　　　　　
合計５５通寄せられました。

寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は

会
場
に
掲
示
さ
れ
ま
し
た

メ
ッ
セ
ー
ジ

役
員
一
覧
な
ど

大
会
の
詳
細
は

こ
ち
ら

運
動
方
針
は

こ
ち
ら

連帯のご挨拶・激励のメッセージ　ありがとうございました

５人の役員が退任し挨拶

表彰を受ける医労連

動画YouTube
はこちら

動画YouTube
はこちら

動画YouTube
はこちら
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■原爆パネル展
　8 月 22 日（土）～ 23 日（日）
　オアシス 21 サブスペース
■国保改善運動交流集会
　8 月 30 日（日）13:00 ～
　保険医協会伏見会議室
■原爆犠牲者を偲ぶつどい
　8 月 30 日（日）13:00 ～
　名古屋市公会堂
■愛知労働学校「対話と学びあい」教室

　9 月 4 日（金）18:50 ～
　労働会館本館会議室
■総がかり行動講演会＆デモ
　9 月 19 日（土）13:45 ～
　鯱城ホール

クロスワードパズルクロスワードパズル
【解き方】イラストをヒント

に、二重枠の 6 文字をうま

く並べてできる言葉は？

【前号のクイズの答え】前号 397 号（8 月号）の

クロスワードパズルの答えは「サンゴシヨウ（サ
ンゴ礁）」でした。正解者の中から抽選で下記の

10 名の方に図書カードをお送りします。

■ヨコのカギ

①　煙に含まれる黒い粉末

③　チョンギースと鳴きます

⑦　昔はセイロンといわれた国

⑧　桃……三年柿八年

⑨　音調。……が高い

⑩　夫婦げんかは……も食わぬ

⑫　……の川流れ。……の屁

⑭　力士でやせた体型はソップ

型、太った体型は……型

⑯　架空の恋人「……彼女」

⑱　食パンにもついています

⑳　沖縄県の県庁所在地

　注意が他にそれて、目の前の

ことを聞き流すようす

　……時無呼吸症候群

　歌舞伎や浄瑠璃などの演劇

①　

秋
の
七
草
の
尾
花
の
別
名

②　

王
貞
治
死
球
退
場
後
に
長
嶋
茂

雄
が
放
っ
た
…
…
ホ
ー
ム
ラ
ン

③　

鹿
苑
寺
の
別
称
は
…
…
閣
寺

④　

物
の
筋
道
が
よ
く
わ
か
る
こ
と

⑤　

北
条
時
政
の
後
妻
の
名
前

⑥　

洋
風
の
上
履
き

⑪　

手
ご
た
え
な
し
、
…
…
に
く
ぎ

⑬　

か
け
そ
ば
に
卵
を
落
と
す
と
？

⑭　
「
…
…
は
嫁
に
食
わ
す
な
」

⑮　

口
か
ら
出
る
音

⑰　

双
方
の
息
が
ピ
ッ
タ
リ
合
う
こ

と
。
…
…
の
呼
吸

⑲　

味
を
感
じ
る
小
さ
な
器
官

　

花
咲
か
じ
い
さ
ん
が
枯
れ
木
に

ま
い
た
も
の

　

贈
り
物
に
つ
け
る
紙
片

■
タ
テ
の
カ
ギ

◆
８
月
号
の
パ
ズ
ル
当
選
者

青
木　

敬
介  

（
名
古
屋
市
職
労
）

市
川　

愛
莉  

（
名
古
屋
市
職
労
）

伊
藤　

秀
高  

（
名
古
屋
市
職
労
）

植
田　

三
結  

（
福
祉
保
育
労
）

海
老
原　

和  

（
福
祉
保
育
労
）

春
日
井　

遵
子
（
名
古
屋
市
職
労
）

川
島　

博
幸  

（
名
古
屋
市
職
労
）

佐
藤　

秀
樹  

（
名
水
労
）

柴
田　

優
子  

（
コ
ー
プ
あ
い
ち
）

名
和　

雅
弘  

（
名
水
労
）

�

（
敬
称
略
）

※ハガキに答え、住所、氏名、組合名と近況か紙面に対する

感想・意見などを記入の上、9 月 5 日までに愛労連クイズ係

（〒 456-0006 名古屋市熱田区沢下町 9-7 労働会館東館 3F 愛

労連宛。メール・FAX 可）まで応募下さい。いただ

いた中から近況や感想・氏名・組合名を紙面で紹介

させていただきます。

こちらからメールが送れます。(post ＠ airoren.gr.jp) →

愛労連新聞最新号はこちらから→

発行日（毎月 10 日）に読めます。

(http://www.airoren.jp/category/news

7/12

7/14

8/1

第 37 回女性協総会では、共同親権の問
題を描く映画「五月の雨」を鑑賞、岡村
晴美弁護士から解説を聞き交流した

愛高教県庁前行動に 60 人が参加。障害
児教育の切り捨てに繋がる教員の給料
の調整額削減に抗議の声を上げた

9 月 13 日投票の沖縄県知事選候補の玉
城デニー知事の支援が決定され、応援
メッセージとカンパが届けられた

TopicsTopics

☆労働組合の未来はここから☆

第33回サマーセミナーin金沢
東海北陸ブロック青年交流会

　◆９月１９日（土）～

　　 ９月２１日（月・休）

■
私
は
現
在
実
家
暮
ら
し
な

の
で
す
が
「
若
年
単
身
者
が

普
通
に
暮
ら
す
に
は
月
約
28

万
円
が
必
要
」
と
い
う
言
葉

を
見
て
、
一
人
暮
ら
し
で
き

な
い
じ
ゃ
ん
、
と
思
い
ま
し

た
。
ど
う
か
賃
上
げ
が
叶
い

ま
す
よ
う
に
。（
植
田
三
結
・

福
祉
保
育
労
）

■
パ
臨
連
総
会
の
柳
さ
ん
の

話
し
の
中
で
、「
格
差
で
は
な

く
差
別
で
あ
り
、人
権
問
題
、

憲
法
に
違
反
し
て
い
る
と
い

う
視
点
で
、
問
い
返
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
」
と
い
う
言

葉
が
刺
さ
り
ま
し
た
。（
大
谷

由
美
子
・
名
古
屋
市
職
労
）

■
毎
日
暑
さ
と
た
た
か
っ
て

い
ま
す
が
、
熊
本
で
お
き
た

地
震
の
ニ
ュ
ー
ス
を
み
て
い

る
と
避
難
所
に
エ
ア
コ
ン
が

な
い
電
気
が
回
復
し
て
い
な

い
水
道
も
止
ま
っ
て
い
る
と

聞
き
心
苦
し
い
で
す
。
早
い

復
旧
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

（
奥
村
茜
・
福
祉
保
育
労
）

■
毎
年
、
暑
さ
更
新
！
危
険

回
避
の
働
き
方
見
直
し
が
必

要
か
な
と
感
じ
ま
す
。（
平
松

ま
ゆ
み
・
名
古
屋
市
職
労
）

■
暑
い
で
す
。
珊
瑚
礁
の
綺

麗
な
海
に
行
き
た
い
で
す
。

珊
瑚
と
い
え
ば
、
沖
縄
の
海

守
ら
な
い
と
で
す
ね
。（
春
日

井
遵
子
・
名
古
屋
市
職
労
）

８
月
３
日
サ
マ
セ
ミ
プ
レ

企
画
と
し
て
常
滑
め
ん
た

い
パ
ー
ク
な
ど
で
サ
マ
セ

ミ
の
内
容
を
前
体
験
。

楽
し
い
企
画

い
っ
ぱ
い
♪

詳
細
は
こ
ち
ら

被
爆
者
と
と
も
に
核
兵
器
の
な
い
平
和
で
公
正
な
世
界
を

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
へ
愛
知
か
ら
の
べ
１
４
６
人

　

核
不
拡
散
条
約（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）

再
検
討
会
議
で
は
７
割
の
締

約
国
が
、
核
軍
縮
を
義
務
づ

け
る
第
６
条
の
履
行
を
支
持

し
、
核
兵
器
禁
止
条
約
（
Ｔ

Ｐ
Ｎ
Ｗ
）
に
署
名
・
批
准
・

加
入
し
た
国
は
１
０
０
カ
国

に
達
し
ま
し
た
。

 

被
爆
者
と
市
民
社
会
の
奮

闘
が
世
界
の
流
れ
を
後
押
し

し
て
い
ま
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
再
検
討
会
議
と

国
連
総
会
を
節
目
に
、
諸
国

政
府
と
市
民
社
会
、
草
の
根

の
運
動
の
共
同
を
さ
ら
に
発

展
さ
せ
る
時
で
す
。

　

「
非
核
三
原
則
の
見
直
し
」

を
許
さ
ず
、
大
軍
拡
と
「
戦

争
す
る
国
」
づ
く
り
に
反
対

　

８
月
４
日
～
９
日
、
原
水

爆
禁
止
世
界
大
会
が
広
島
・

長
崎
で
開
か
れ
、
愛
知
か
ら

は
青
年
学
生
・
中
高
生
18
人

を
含
む
の
べ
１
４
６
人
が
参

加
し
、
核
兵
器
の
な
い
世
界

を
と
訴
え
ま
し
た
。

■
愛
高
教

執
行
委
員
長　

堀
直
予
／
副

執
行
委
員
長　

伊
佐
地
修
一

／
同　

寺
田
英
明
／
同　

渡

邉
武
志
／
書
記
長　

松
本
陵

子
／
書
記
次
長　

遠
藤
俊
彦

■
き
ず
な

執
行
委
員
長　

城
下
英
一
／

書
記
長　

加
藤
健
二

■
医
労
連

執
行
委
員
長　

渡
邉
一
／
副

執
行
委
員
長　

幸
島
元
彦
／

同　

小
島
誠
司
／
同　

長
尾

実
／
同　

永
田
敏
剛
／
同　

西
尾
美
沙
子
／
同　

浜
島
ち

か
子
／
書
記
長　

矢
野
彩
子

／
書
記
次
長　

池
田
幹
人
／

同　

近
藤
直
己
／
同　

鈴
木

正
治

■
年
金
者
組
合

執
行
委
員
長　

渡
辺
博
子
／

副
執
行
委
員
長　

大
矢
俊
夫

／
同　

梅
北
政
義
／
同　

海

　会場：石川県　　　　　　　　　　　　　　
　　　　青少年総合研修センター

サマセミ楽しみ♪

奨学金・賃上げ・仕事と子
育て両立・平和などそれぞ
れの視点で愛知の課題や
未来について語ります。

8月 29日（土）　　　　
13時半 ～16 時半

道
町
子
／
同　

吉
良
多
喜
夫

／
同　

榑
松
佐
一
／
同　

渡

辺
義
巳
／
書
記
長　

塚
本
紀

子
／
書
記
次
長　

高
木
真
一

／
同　

山
森
哲
夫

チ
ラ
シ
は

こ
ち
ら

東別院会館２階蓮の間＆ＺＯＯＭ

参加無料参加無料

し
、
９
条
改
憲
を
阻
止
し
ま

し
ょ
う
。

はじめて世界大会に参加したうち５名の
メンバーから現地で得た学びや思いを
語ってくれました。

原水爆禁止世界大会広島参加者の声

被爆の実相を伝えていこうと
強く団結する愛知からの参加者

【
名
南
会
労
組
】

☆
黒
田
透
矢
さ
ん
（
薬

剤
師
）　

　

広
島
を
訪
れ
、
原
爆

ド
ー
ム
や
記
念
資
料
館

の
展
示
か
ら
戦
争
の
悲

惨
さ
を
痛
感
し
ま
し

た
。
現
地
で
し
か
学
べ

な
い
多
く
の
現
実
か

ら
、
平
和
の
大
切
さ
を

改
め
て
深
く
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

☆
横
江
亜
都
さ
ん
（
看

護
師
）　

　

被
害
が
日
本
人
だ
け

に
留
ま
ら
な
い
こ
と

や
、
世
界
中
が
同
じ
よ

う
に
平
和
を
願
っ
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。
今
回
の
経
験
を
糧

に
、
周
囲
へ
平
和
の
意

識
を
伝
え
る
声
掛
け
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

☆
味
田
明
寿
香
さ
ん

（
作
業
療
法
士
）

　

学
生
時
代
の
学
習
か

ら
一
歩
進
み
、
戦
争
の

教
訓
を
ど
う
未
来
へ
活

か
す
か
、
緊
張
が
高
ま

る
世
界
で
ど
う
平
和
を

守
る
か
を
考
え
る
契
機

に
。
私
た
ち
の
世
代
が

主
体
と
な
っ
て
行
動
し

て
い
く
重
要
性
を
強
く

感
じ
ま
し
た
。

【
北
医
療
生
協
労
組
】

☆
村
井
里
帆
さ
ん
（
歯

科
衛
生
士
）

　

平
和
を
維
持
す
る
た

め
に
は
、
私
た
ち
一
人

一
人
が
平
和
に
つ
い
て

学
び
、
考
え
続
け
、
平

和
を
願
う
声
を
上
げ
続

け
る
こ
と
が
大
切
な
ん

だ
な
と
強
く
感
じ
ま
し

た
。

☆
須
江
玲
名
さ
ん
（
歯

科
衛
生
士
）

　

先
輩
か
ら
勧
め
ら
れ

て
初
め
て
参
加
し
ま
し

た
。
戦
争
の
こ
と
に
つ

い
て
、
こ
れ
か
ら
き
ち

ん
と
向
き
合
っ
て
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

若い世代が語る
愛知県政を変えるのは私たち

㊧味田さん㊥黒田さん㊨横江さん ㊧村井さん㊨須江さん
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